
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度

円 円 円 円 円 円
事業費 40,500,000

交付金額 39,690,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　現在、金武町立嘉芸小学校において、校舎の駐車場側と国道との間が急勾配になっ
ており、雑草の適正な維持管理が行き届いておらず、ハブ等が出没する危険性があり
児童生徒の安全確保に支障をきたしている状況である。
　そのため、本事業により勾配箇所等に擁壁を整備し危険を解消することで、児童生徒
が安全、安心に学校生活を送れる環境を維持する.

【補助事業の成果及び評価】

清掃等、適正な維持管理に努め、健全な教育環境を維持していく。

無

擁壁工　Ｌ=99.022ｍ
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀　Ｌ=67.78ｍ
撤去工　一式

平成３０年度

　１）町ホームページ（７月下旬掲載）及び広報誌に掲載（金武広報６月号）
　２）工事中の立て看板に掲載

　本事業により擁壁を整備したことによって、急勾配箇所の危険が解消され、課題で
あった当該箇所の雑草木等の維持管理も解消し、児童生徒が安全に学校生活を
送れる環境を整えることができた。
　また、学校関係者へアンケートを行ったところ「先生方や保護者の方の目が行き届
きやすい環境整備ができた」との声が多く、安全性の確保が確認されたことから、本
事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉芸小学校外構工事

金武町長

金武町字屋嘉地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

40,500,000

39,690,000

s-miyagi-ok
テキストボックス
（繰越）

s-miyagi-ok
テキストボックス
（繰越）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円 円
事業費 14,958,000

交付金額 14,850,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

14,958,000

14,850,000

平成30年度
（繰越）

　

（仮称）屋嘉児童公園トイレ整備工事

金武町長

金武町字屋嘉地内

   現在整備予定の(仮称)屋嘉児童公園にある既存のトイレは、昭和4 0年頃に
整備され、約5 0年経過しており老朽化が著しいことから使用禁止の状態にある
ため利用者へ支障を来している。
そのため、本事業でトイレを整備することにより、利用者へ安心して公園を利用
出来る環境を提供し、地域住民の生活環境の充実を図る。

【補助事業の成果及び評価】

今後とも、地域住民が安心して利用できるよう管理していく。

無し

鉄筋コンクリート造平屋建て A=35.12㎡

平成30年度（繰越）

　本事業が、特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を下記のとおり地域住民
へ周知した。
１）工事看板
２）町ホームページ（７月掲載）
３）広報誌（9月掲載）

　本事業を実施したことで、地域住民の方が安心して使えるトイレに整備することが
できた。
　また、公園利用者にアンケートを行った結果、「安心して公園を利用できる。」との
回答を得られたことから、本事業の成果目標は達成できたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,240,000 79,200,000

交付金額 3,150,000 71,417,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本船舶給油施設は、船舶の燃料を安定的に供給することを目的に整備してい
るが、整備後３０年以上経過しており、埋設配管の老朽化や計量機の不具合、
計器小屋の剥離等により給油施設の安全性及び環境保全対策が十分に確保
できていない状況にある。
　このことから、本事業により給油施設の改築工事を行うことで、給油施設の安
全性の確保及び船舶の燃料を安定的に供給し、町内における漁業環境を向上
することを目的とする。

【補助事業の成果及び評価】

今後とも、施設の維持管理に努め継続的に良質な利用サービス提供していく。

無

建築工事　RC造平屋建て　A=25.60㎡
電気設備工事　電灯・コンセント設備工事等　一式
機械設備工事　給油タンク設備工事等　一式

令和元年度

　地域住民に対し、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である
旨を以下のとおり周知した。
　1）町ホームページ
　2）工事中の看板
　３）広報金武

　本事業を実施したことにより、給油施設の改築工事ができた。
　また、漁業者へアンケート調査を実施したところ、「スムーズに給油が行えてい
る」、「漁業を行う環境が良くなった」と多くの回答を得ていることから、漁業環境が向
上されたと評価できる。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

給油施設改築工事

金武町長

金武町字金武地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

82,440,000

74,567,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年

円 円 円 円 円 円
事業費 2,197,800

交付金額 2,160,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注　：　１　　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額 （交付金・市
　　　　　　町村費等・その他・運用益・計） 、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　　　２　　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　　　　を記載すること。

　金武町内の公園維持管理において、草刈機を使用し手作業で草刈りを行っ
ていることから、除草作業の対応に苦慮しているため、施設の維持管理に支障
を来している状況である。
　このことから、本事業により乗用芝刈機を購入することによって、作業の効率
化を図り、町内全域の公園維持管理業務を安定的に行える環境を維持すること
を目的とする。

【補助事業の成果及び評価】

今後も、公園の維持管理に努めていく。

無し

乗用芝刈機購入

令和元年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を下記のとおり地域住民へ
周知した。
１）町ホームページ(１２月掲載）
２）広報誌（２月号掲載）
３）購入備品に記載

　本事業で乗用芝刈機を購入したことで、作業の効率化を図ることができ、公園維
持管理業務を安定的に行えるようになった。また、整備後１年間（R2年10月末時点）
の稼働時間は１８４時間（４６日）となっており、各区での公園管理等において使用さ
れ、年間を通して公園の維持管理に使用されていることから、本事業の成果の目標
を達成できたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

乗用芝刈機購入

金武町長

金武町字伊芸地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

2,197,800

2,160,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 54,279,720 15,840,000

交付金額 53,915,000 14,239,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　屋嘉区においては、遊具が整備されている公園がなく、屋外で児童が遊べる
環境が無い状況であるため、地域住民から複合遊具を設置して欲しい旨の要
望がある。
　そのため、現在未整備の広場を有効活用し、本事業を行うことで、地域住民
の交流の場として　活用できる環境を整備し、生活環境の充実を図る。

【補助事業の成果及び評価】

今後とも、地域住民が安全に利用できるよう管理していく。

無し

整備工事
公園　Ａ＝２，５００㎡

平成３０年度～令和元年度

　本事業が特定防衛施設調整交付金事業である旨を地域住民に以下のとおり周知
した。
１）工事看板
２）町ホームページ（３月掲載）
３）町広報誌（５月掲載）

　本事業で遊具を設置したことにより、地域に公園がない状況が改善され、地域住
民の交流の場として活用できる環境を整備することができた。また、公園利用者にア
ンケート調査を行ったところ、回答者の半数以上から「地域住民の交流の場として活
用できている。」という回答が得られたことから、本事業の成果の目標を達成できたと
評価する。

【地域住民への周知の実施状況について】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

（仮称）屋嘉児童公園整備工事

金武町長

金武町字屋嘉地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

70,119,720

68,154,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 35,200,000

交付金額 31,816,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

35,200,000

31,816,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

並里地区公民館講堂屋根改修工事

金武町長

金武町字金武地内

　当該施設は築３４年余が経過しているため、老朽化が著しく、講堂屋根においては雨天
時に雨漏りがあり、施設の利用に支障をきたしている状況である。
　このことから、本事業により、講堂屋根の改修工事を実施することで、地域住民のレクリ
エーションの場として、雨天時においても安心して利用できるよう安全性を確保し、健康づ
くり等に寄与するために整備する。

【補助事業の成果及び評価】

　今後も、当該施設の維持管理を適切に行い、利用者が安全・快適に利用でき
る環境の保全を図る。

無

屋根改修工事　瓦棒　Ａ＝７３９㎡

令和元年度

　１）町ホームページ（４月掲載）及び広報誌に掲載（金武広報４月号）
　２）工事中の看板に記載。

　本事業で並里地区公民館講堂屋根の改修工事を実施することで、地域住民のレ
クリエーションの場として、雨天時においても安心して利用できるよう安全性を確保
し、健康づくり等に寄与することができた。
　また、公民館利用者にアンケートを行った結果、「大雨後の体育館を使用できるよ
うになった。」との回答を得られたことから、本事業の成果目標は達成できたと評価
できる。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 6,600,000

交付金額 6,120,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　金武町有線放送電話施設は、行政、防災、防犯情報を住民に伝達する手段
として使用されており、整備から40年以上が経過していることから経年劣化によ
る不具合が度々生じ、事業の運営に支障を来たしている状況である。
　また、災害時においては、建物内にいる場合は屋外スピーカーでの情報伝達
のみでは、豪雨等により情報が聞こえにくく避難に遅れがでる等の弊害があるこ
とから、迅速かつ的確な避難行動をとるため、災害及び避難情報を確実に伝達
するシステムを構築し、戸別受信機を設置する必要がある。
　このことから、防災情報戸別受信システム整備を実施することで、災害時の避
難行動の強化及び住民が安全・安心な生活を送ることができる環境を整備する
ことを目的とする。
　そのため、本事業により基本計画を策定することで、防災情報戸別受信シス
テムの実施設計を行うことができる。

【補助事業の成果及び評価】

今後も、地元のニーズを踏まえ計画的に防災環境を整備する。

なし

基本計画　一式

令和元年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下のとおり
地域住民への周知を図った。
　１）町広報誌（６月号掲載）
　２）町ホームページ（６月掲載）

　本事業を実施したことにより、防災情報戸別受信機の整備に向けた基本計画を策
定することができた。
　本基本計画を基に、令和２年７月には実施設計に着手したことを確認できたことか
ら、本基本計画が防災情報戸別受信機の整備に必要な事業であったと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

防災情報戸別受信システム基本計画

金武町長

金武町地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

6,600,000

6,120,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 14,960,000

交付金額 13,524,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　金武町立金武小学校は、遊具の老朽化により平成３０年に遊具が撤去された
ことから、現在、生徒が遊べる遊具が無い状態であるため、遊具を設置して欲し
い旨の要望がある。
　そのため、本事業を行うことで、生徒の体力向上及び交流の場として活用でき
る環境を整備し、生活環境の充実を図る。

【補助事業の成果及び評価】

今後とも、生徒が安全に遊べるように管理していく。

無し。

遊具設置工事　一式

令和元年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金の事業である旨を以下のとおり地域
住民に周知した。
１）工事看板
２）町ホームページに掲載（３月掲載 ）
３）町広報誌掲載（５月号掲載）

　本事業を実施したことにより、生徒が遊べる遊具を整備することができ、生徒の体
力向上及び交流の場として活用できる環境を整備することができた。
　また、学校関係者へアンケートを行ったところ、「外で遊ぶ生徒が増えた」という回
答が多数得れたことから、本事業の成果の目標を達成できたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

金武小学校遊具設置工事

金武町長

金武町字金武地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

14,960,000

13,524,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 10,120,000 10,120,000

交付金額 9,296,000 9,296,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

無し

事　　業　　評　　価　　書

町道中川１０号線防護柵改修工事

金武町長

金武町字金武地内

　本道路は、地域住民の生活道路及び通学路として利用されているが、横断防止
柵については整備から３０年以上が経過しているため、破損および腐食している
箇所があり歩行者に不安感があることから、区から歩行者保護対策実施の要望が
ある。
　このことから、本道路の横断防止柵を車両用防護柵へ改修することにより、地域
住民が安全に利用できる環境を整備する。

改修工事
防護柵　L=414m

令和元年度

事業費及び交付金額

【補助事業の成果及び評価】
　本事業において防護柵が改修されたことにより、歩行者の安全性を確保することができ
た。
　また、地域住民へアンケートを実施した結果、「歩行者の安全が確保された」との回答を
多数得ており、本事業の成果目標は達成できたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を以下のとおり周知をした。
　・工事看板
　・町ホームページ
　・町広報誌（4月号掲載）

今後も、地域住民が安全に利用できるように管理する。


